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｢学校教育目標｣
絆を深め、地域社会に

貢献できる生徒の育成

○自ら学ぶ ○思いやる
○体を鍛える

文責 竹田 圭志

1 月 10 日(火)の始業式で、学年代表の 3 名が全校生徒に、3 学期の抱負、令和 5 年の抱負を語
ってくれました。

2 学期までの自分自身を振り返って、学習方法を見直していきたいなどの学習面、時間の使い
方や身の回りの整理・整頓、生活リズムを整えるなどの生活面、部活動や習い事で成長したいこ

と、目の前や 1 年後の受験への対策、先輩になる心構えなど、具体的に目標を掲げていました。
聞いている生徒たちの目も真剣で、話を聞きながら自分の目標を照らし合わせてくれていたよ

うでした。

1 月 21 日(土)、22 日(日)の 2 日間、比企地区書きぞめ展が吉見
町立西が丘小学校で開催され、本校から選手として選ばれた 13 名
の作品が、会場となった体育館に展示されました。コロナ禍の影

響で、ここ 2 年間、作品を展示しての一般公開は見送られており、
私も 3年ぶりに会場に足を運びました。
まず、会場に足を踏み入れると体育館せましと展示された作品

群に圧倒されます。学年ごとに分けられたブースごとに本校生徒

の作品を探しました。冬休み中も心を込めて書いた作品です。この作品を仕上げるまで、何枚も、

いや、何十枚もチャレンジしたのかもしれません。そんな思いを感じながら 1 点 1 点じっくりと
拝見しました。

県の展覧会に出品される「推薦」には手が届きませんでしたが、どの作品も、まさに「書は人

なり」「書は心の画」「書は体なり」などと言われる一筆一筆に魂が込められたすばらしい力作

ぞろいでした。

1 月、3 年生の英語授業では、小川町に関連する産業、文化、自然
などの写真に、生徒各自が英文で説明文を作成しました。

その写真を「絵札」に見立てて、各自が作成した説明文を「読み札」

に、「かるた取り」を楽しみました。英語での作文能力、スピーキン

グ能力、ヒアリング能力などが遊びながら身につく取組です。英語担

当の齊藤 貴子先生が「おがわ学」に関連した授業として計画し実施

しました。

中には、英語能力以外の「他人の動き出した手を見て、その先にある札

を予測する能力」に長けている人もいたような･･･？

卒業まで 2 ヶ月を切った 3 年生たちには、楽しい学習になったようです。
近い将来、海外から小川町に大勢の観光客が訪れるような、そんなグロ

ーバルな取組で成功を収める、そんな本校の卒業生が現れることを期待し

てしまいました。

「かるた」は単純なだけに、人を

熱くさせます。

｢取り手｣とは違った緊張感

が漂う｢読み手｣の皆さん。

すべての作品に作者の思いが詰まって

います。荘厳な雰囲気に圧倒されます。



1月 11日(水)の 3校時に避難訓練を実施しました。
震度 5 強の地震が発生し、理科室から火災が発生したことを想定し

た訓練です。

今回は、地震発生を通常授業中と想定し、1 年生は体育館から、2
年生は 2-1教室と数学室から、3年生は音楽室からの避難としました。
避難先も 1 年生は駐車場（国道バイパス側）、2・3 年生はグラウンド
と分かれ、避難後にグラウンド側の本部へ携帯電話で安否報告をする

方法をとりました。生徒は真剣に取り組み、素早い避難、集合、点呼

ができました。

先日配布された「ほけんだより（1 月号）」でも紹介されていましたが、東日本大震災を上回
る規模とも言われている｢南海トラフ巨大地震｣もそう遠い未来の話ではないようです。気象庁の

データベースによると、東日本大震災以降、日本では震度 6 弱以上の地震
は 29 回（東日本大地震も含む）発生。うち、震度 6 強以上は 13 回だった
ということです。地震はいつ起こるかわかりません。日頃からその備えを

しておくことが大切です。

全体訓練終了後、3 年生は東側校舎の視聴覚室ベランダにある｢避難ば
しご｣からの避難を代表者 3 名に体験してもらい、万が一の事態でも的確
な避難ができるための知識を身につけました。

今回は 2 階から 1 階への｢避難ばしご｣訓練でもあり、さほど恐怖は感じ
ていないようでしたが、3 階から 2 階への｢避難ばしご｣もあります。私も
数年前に 3 階から降りる体験をしましたが、結構怖かったことを覚えてい
ます。自分の命を守るためには、このような｢避難ばしご｣や高層ビルなど

にもある｢救助袋｣などを使うことも必要になります。ぜひ、体験や見学を

通して｢恐怖心と闘う｣という避難の心構えを身につけてください。

２月の行事予定 変更があるかもしれません。ご了承ください。

1 水 16 木

2 木 17 金 ICT

3 金 県公立高校出願（郵送開始日～2/9） 18 土

4 土 ソフトテニス栗田杯（2年生大会） 19 日

5 日 20 月 部活なし

6 月 ⑤支援籍交流学習 21 火 ふれあいデー

7 火 ICT 学校朝会 生徒会専門委員会 22 水 県公立入試(学力検査)＊1 3年給食なし 部活なし

8 水 23 木 天皇誕生日 部活なし

9 木 24 金 県公立入試(面接・実技)＊2 3年給食なし 部活なし

10 金 25 土 部活なし

11 土 建国記念の日 バレー如月杯、バスケ1年生大会 26 日 部活なし

12 日 27 月 SC 1･2年生 期末テスト 部活なし

13 月 部活なし 28 火 3年生卒業遠足（給食なし）＊3

14 火 SC 3年生 期末テスト テスト日課

15 水 テスト日課

＊1 2/22(水)：県公立入試(学力検査)･･･････受検以外の3年生は｢家庭学習｣となります

＊2 2/24(金)：県公立入試（面接・実技）･･･受検以外の3年生は｢短縮2時間授業｣となります。

上記公立入試に関わる2日間(2/22･24)は、3年生の給食はありません。

＊３ 2/28(火)に3年生の卒業遠足として、公共交通機関を利用しての｢川越巡り｣を計画しております。

詳細は、学年より後日ご案内いたします。

音楽室で机に身を隠す生徒たち。

中には教科書で頭を保護していた人も。

実際に地震が起こったら、最悪（震

度7超）を想定します。周辺のものすべ

てが倒れてきたり落下したりするレベ

ルです。そもそも、両腕でしがみつい

ていないと机自体が大暴れします。

体験後、想像以上に揺れて

｢ちょっと怖かった｣との感

想でした。


